
この絵は慶応二年（1866）に描かれた『時世のぼり凧』と

いう錦絵です。当時流行していた凧あげの様子を描いていま

す。よく見ると、凧に品物の名称が書かれています。下の画

像の品物はどこに描かれているか探してみてください。 

 

 

 

 

たびは真ん中あたり、ろうそくは真ん中より少し上、米は一

番上に描かれています。 

実はこの絵、慶応二年の物価上昇について描いたもの。上

方にある凧に書かれた品物ほど、物価が高騰していたことを

示しています。一体どれぐらい物価が変わったのでしょう

か？ 

物価の高騰を現代の値段に換算して確認するのが一番わ

かりやすいのですが、江戸時代と現代ではお金や品物の価値

が違うため、正確には換算できません。今回は目安として、

米価と比較して換算した金額で確認してみましょう。 

幕末の金 1 両は現在だと約 10000 円と考えられます※1。金

1 両は銀 60 匁なので、銀 1 匁は約 170 円となります。 

また慶應二年（1866）秋、米 1 石（約 150 キロ）の値段は

銀 585 匁です※2。以上を踏まえて、お米の値段を確認してみ

ましょう。江戸の米、150 キロは現代では約 99,450 円になり

ます。5 キロにすると、約 3315 円です。現在のお米は 5 キ

ロだいたい 2000 円です。なので、慶応期のお米は、現代の

お米の約 1.7 倍で販売されていたことがわかります。 

金 1 両＝銀 60 匁＝10000 円、銀 1 匁＝約 170 円 

 慶応 2 年秋 現代に換算 

江戸の米 1 石（150 ㎏） 銀 585 匁 約 99.450 円 

米 5 ㎏  約 3,315 円 

江戸の物価と世直し一揆 

刑事部門収蔵品紹介 

たび 

今、米は 5㎏で約 2,000円 

だから・・・約1.7倍 

ろうそく 米 



そこまで高くないようにも見えますが、慶應二年から十年

前の安政三年（1856）時点から見ると約６倍の値段です。米

の値段が高くなった、と感じてもおかしくないですね。 

 

 

慶應年間は飢饉や情勢不安などでさまざまな物の値段が

上昇し、庶民の暮らしは圧迫されていきました。このような

状況のなか、米の高騰によって食

に困った者たちが、富を独占する

商人や豪商層を攻撃する一揆が各

地で起きています。出羽国村山郡

山口村の名主の記した日記には、

米価高騰が引き起こした一揆の様

子が記されているので、少しご紹

介しましょう。 

慶応二年、村山郡一帯では米の

高騰により多くの貧農・小作層が

米を買えないという事態が生じて

いました。そして、ついに六月二十五日、桑原領（福島県桑

折町）で、家々が打ち壊される騒動が起きました。山口村の

名主の日記には、打ち壊された人の名前や被害の大きさなど

細かく記録されています。実際に読んでみましょう。 

『（略） 

桑折領百姓騒立過ル十五日ゟ十八日迄打毀候人別左之通 

一人数凡壱万人程 

居宅土蔵不残打毀 岡村 阿部文右衛門 

同断 同村 阿部忠左衛門 

居宅其外不残焼立 中瀬村 完戸儀左衛門 

居宅土蔵不残打毀 中瀬村 彦兵衛 

不残打毀 栗坂村 長三 

居宅其外不残打毀 栗坂村 宮原平次郎 

右同断 桑折 平喜屋 

右同断 板谷村 文七 

同断 半田 早田伝之助』 

この文章を現代語訳すると以下のようになります。 

『桑折領（福島県桑折町）の百姓が騒ぎ立てて、十五日から

十八日までの間（家を）打ち毀された人は左の通りである。 

居宅土蔵残らず焼き立ち 岡村 阿部文右衛門 

同断 同村 阿部忠左衛門 

居宅そのほか残らず焼き立ち 中瀬村 完戸儀左衛門 

居宅土蔵残らず打ちこわし 中瀬村 彦兵衛 

残らず打ちこわし 栗坂村 長三 

居宅そのほか残らず打ちこわし 栗坂村 宮原平次郎 

居宅土蔵残らず打ちこわし 桑折 平喜屋 

残らず打ちこわし 坂谷村 文七 

同断 半田 早田伝之助』 

 多くの居宅や土蔵が打ち壊され、中には焼き払われている

ものもあります。時世のぼり凧が刊行された時期とほぼ同じ

時期、米の高騰に苦しめられた人々は、一揆という最後の手

段に出ていたのです。 

 そもそも、江戸時代では、時事ネタを描く事は禁止されて

います。しかし、判じ物にして描くほどに、その情報は民衆

から求められていました。物価高騰を描く一枚の錦絵は、混

乱する社会の一面を描いてもいたのでした。 

（文責：勝見知世） 

 

※1 日本銀行金融研究所貨幣博物館 HP お金の歴史に関する FAQ 

（http://www.imes.boj.or.jp/cm/） 

※2 小野武雄『江戸物価辞典』展望社 2009 より 
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江戸の米 1 石（150 ㎏） 銀 102 匁 銀 585 匁 
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